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①信用保険契約①信用保険契約

②保険料支払②保険料支払

③保険金請求③保険金請求

④保険金支払④保険金支払

⑤回収金納付⑤回収金納付

①信用保険契約

②保険料支払

③保険金請求

④保険金支払

⑤回収金納付

日 本 政 策
金 融 公 庫 信用保証協会

①日本政策金融公庫と信用保証協会は信用保険契約を締結し、この保険契約に基づき日本政策金融公庫は信用保証協
会の保証に対して保険を引き受けます。
②信用保証協会は日本政策金融公庫に保険料を支払います。
③信用保証協会が金融機関に代位弁済したときは、日本政策金融公庫に保険金の請求を行います。
④日本政策金融公庫は信用保険の種類に応じ、代位弁済した元本金額の70％または80％を保険金として信用保証協
会に支払います。
⑤信用保証協会は、代位弁済した中小企業者からの回収金を、保険金の受領割合に応じて日本政策金融公庫に納付し
ます。

①中小企業者の方は、金融機関を経由して信用保証申込をします。
②信用保証協会では、事業の内容や経営計画などを検討し、保証の諾否を決め、金融機関へ通知（信用保証書）します。
③保証承諾の通知（信用保証書）を受けた金融機関は中小企業者の方へ融資を行います。この際、中小企業者の方に
は所定の信用保証料をご負担いただきます。
④中小企業者の方は融資条件に基づき、借入金を金融機関へ返済します。
⑤金融機関は、中小企業者の方が事情により借入金の返済ができなくなった場合、信用保証協会に代位弁済の請求を行います。
⑥信用保証協会は請求に基づき、審査の上、中小企業者の方に代わり金融機関に代位弁済をします。
⑦その後、中小企業者の方とご相談をしながら信用保証協会へ借入金（求償債務）を返済していただきます。

金融機関 信用保証協会

④返
　済

④返
　済

③融
　資

③融
　資

①融
資申
込

①融
資申
込

中小企業者

②保証承諾②保証承諾

⑤代位弁済請求⑤代位弁済請求

⑥代位弁済⑥代位弁済

②保証承諾

⑤代位弁済請求

⑥代位弁済

④返
　済

③融
　資

①融
資申
込

⑦求償債務返済

⑦求償債務返済

①保証申
①保証申込（金融機関経由）

（金融機関経由）

⑦求償債務返済

①保証申込（金融機関経由）

信用補完制度について信用補完制度について
　信用補完制度とは、中小企業者、金融機関、信用保証協会の三者から成り立つ「信用保証制度」
と信用保証協会が日本政策金融公庫に対して再保険を行う「信用保険制度」の総称です。
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①信用保険契約

②保険料支払

③保険金請求

④保険金支払

⑤回収金納付

④返
　済

③融
　資

①融
資申
込

②保証承諾

⑤代位弁済請求

⑥代位弁済

⑦求償債務返済

①保証申込（金融機関経由）

信用補完制度について
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中小企業者の方で
　①県内に本店または事業所がある法人
　②県内に住居または事業所がある個人
　③中小企業者で組織する組合員
　ただし、制度融資の場合は、それぞれの制度の定めるところによりますが、創業関連保証と創
業等関連保証については、創業前から対象となる場合もあります。

　会社の場合は、資本金・従業員数のいずれか一方が該当すれば対象となります。

ご利用いただける方

保証対象業種

企　業　規　模

資　金　使　途

　中小企業信用保険法施行令で定める業種となっており、商工業のほとんどの業種でご利用いた
だけます。ただし、農林・漁業、金融・保険業、サービス業のうち風俗関連営業等、宗教・政治・
経済・文化団体、その他中小企業信用保険法等において不適当と認める業種についてはご利用い
ただくことができません。また、許認可や届出を必要とする事業を営んでいる場合は、当該事業
に係る許認可等を受けていることが必要となります。

　中小企業者がその事業遂行に必要な運転資金と設備資金です。
　したがって、事業資金以外の生活資金などの消費資金、投機資金等は該当なりません。

信用保証の内容信用保証の内容
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信用保証の内容

信用保証料率体系

保　証　限　度

責任共有制度

連 帯 保 証 人

担 　 　 　 保

保証料率の決定プロセスイメージ

定
量
評
価

定
性
評
価

貸借対照表を作成している方

経営状況評価システム

貸借対照表を作成していない方

一定料率

信用保証料率決定

有担保保証等の非財務情報を定性要因として加味し、割引料率を
適用します。

中　小　企　業　者
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中期事業計画中期事業計画（平成30年度～令和２年度）【概要】（平成30年度～令和２年度）【概要】
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【概要】【概要】令和元年度経営計画令和元年度経営計画
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平成30年度の主な取組み平成30年度の主な取組み

 新規保証推進キャンペーンを実施

 

 

　地域経済を支える中小企業者のライフステージに合わせたきめ細やかな保証を実現し、安定的
な資金調達を支援する取組みを行っています。

　創業のための資金調達を必要とする方や今まで借入したことがな
い中小企業者の新たな信用を創造・発掘し、さらなる資金調達機会
の拡大を図るため、新規保証推進キャンペーンを実施しています。
　同キャンペーンは、例年４月１日から12月31日の９ヵ月間内
に、新規利用企業者（新規利用または、完済後３年経過後の利
用企業）に対する保証承諾の多い金融機関店舗を表彰するもの
です。この取組みを通して中小企業者の新たな信用力を創造・
発掘することに努めています。

社会貢献応援型特定社債保証制度「貢献」を創設
　平成31年１月に、社会貢献の取組みを行う中小企業者を応援する
ため、保証料率を従来よりも0.1％割り引いた『社会貢献応援型特定
社債保証制度「貢献」』を創設しました。
　本制度により、中小企業者の社会貢献への取組みを応援するとと
もに、資金調達の円滑化に寄与しています。
　平成30年度保証承諾額、８億円（15件）。

全国で初めて特定経営承継関連保証の保証承諾
　平成30年４月に創設された事業
承継時の代表者個人による株式取
得資金等を保証する「特定経営承
継関連保証」を、平成30年５月に
全国で初めて保証しました。
　山形県事業引継ぎ支援センター
や金融機関をはじめとした関係機
関と連携を図り、円滑な事業承継
の実現に向けた取組みを推進する
ことで、地域課題の解決に貢献し
ています。

●中小企業者のライフステージに合わせたきめ細やかな保証に向けた取組み

提
供
：
山
形
新
聞　

平
成
30
年
６
月
22
日（
金
）提供：ニッキン2018年７月13日号
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平成30年度の主な取組み

 経営者保証を不要とする取扱いを開始 

　平成30年４月に改正信用保証協会法が施行される等、保証協会を取り巻く環境や求められる役
割が変化してきていることを踏まえ、新しい取組みを始めています。

　「経営者保証に関するガイドライン」に則り、従前から行っていた金融機関等と連携した取組み
を更に推し進めるため、全協会で開始された経営者保証を不要とする新たな運用・制度に積極的
に取組んでいます。
　平成30年度における無保証人での保証承諾実績（全保証承諾に占める割合）2,291件（34.8％）

金融機関への出張保証相談
　地域金融機関との連携を更に深め、中小企業者の安定的な資金調達に貢献するため、金融機関
店舗への出張保証相談を開始しました。
　新たな資金需要の発掘や適切な保証制度等の提案を行い、適切な保証利用の推進に繋げています。

市町村向けの保証料補給拡充要請、農業ビジネス保証制度の説明会を実施
　県内で新たな産業を創出する創業者の資金調達を支援す
るため、市町村向けに創業関連保証に対する保証補給の拡
充要請を行い、ほとんどの市町村で平成31年度からの保証
料負担ゼロを実現しました。
　併せて、商工業と農業を合わせ営む事業者を支援する「農
業ビジネス保証制度」について、説明会を開催しました。
　地域の中小企業者の資金調達環境の改善に向けて、取り
組んでいます。

●平成30年度の新しい取組み

提供：山形新聞　平成30年12月18日（火）
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　金融機関の職員の方に、信用保証業務の内容及び信用補完
制度の趣旨等の理解を深めていただき、信用保証協会付融資
のより円滑な取扱いが行われることを目的に、「金融機関職
員信用保証業務研修会」を開催しています。
　当研修会は平成２年から行っており、平成30年度は７月２

日から一泊二日のカリキュラムで実施しました。今回
も県内全金融機関から35名の参加をいただき、参加者
は累計で延べ1,000人を超えています。
　異なる金融機関職員同士で意見交換をする機会も設
けており、地域金融機関間の連携促進にも繋がってい
ます。

 事業承継セミナーの開催  
　山形県、山形県事業引継ぎ支援セ
ンター、山形県よろず支援拠点、山
形県信用保証協会の４機関が主催し
て、中小企業者の円滑な事業承継を
支援するため、平成30年８月下旬

に県内４会場において事業承継セミナーを開催しました。セミナーでは
弁護士・税理士で山形県事業引継ぎ支援センターの須藤雅人統括責任者
から「これから始める事業承継と税制改正のポイント」をテーマに講演
していただきました。また、実際に事業承継を行った経営者をお招きし、
事業承継する際に直面した課題やその対応策について講演していただき
ました。村山会場ではテレビ局の取材も入り、事業承継セミナーの風景も取り上げていただきま
した。セミナー終了後には個別相談会を実施し、事業承継に向けたサポートを行いました。

　創業支援や事業承継支援をとおした地域産業の活性化、相互理解の促進による円滑な資金調達
環境の整備のため、中小企業者向けのセミナーを開催するとともに、金融機関向けの研修会を実
施しています。

●セミナーの開催、研修会の実施

 創業・移住創業セミナーへの参加 
　創業時の資金調達について周知を
図るため、商工団体等が開催する創
業セミナーに、積極的に職員を講師
として派遣しています。
　また、山形県が主催したやまがた

移住・創業セミナー（大江町・認定NPO法人ふるさと回帰センターが
共催、山形商工会議所・当協会が協力）に参加し、当協会の創業支援事
業や、創業計画の策定等、資金調達面での支援について説明を行いまし
た。
　このような創業支援をとおして、地域経済の活性化に貢献しています。

 金融機関職員信用保証業務研修会を開催 
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 専門家派遣事業の推進  
　中小企業者が抱える経営及び技術上の課題解決を図るため、専門家派遣事業を実施しています。
中小企業者のあらゆる課題に応えるため、課題に即した専門家を県内外から派遣するなど支援
内容を充実させ、利便性の向上を図っています。
創業者の創業計画策定支援時にも専門家派遣事業
を活用しています。
　なお本事業は、国
の「信用保証協会中
小企業・小規模事業
者経営支援強化促進
補助金」事業を活用
し、推進に努めてい
ます。

　当協会では、資金繰り支援にとどまらず、協会内中小企業診断士を中心に、中小企業者の総合
支援機関として経営支援・創業支援・事業承継・事業再生支援等に積極的に取組んでいます。

●経営支援・創業支援・事業承継・事業再生支援等への取組み

〈専門家派遣事業の取組実績〉
平成30年度

286実施回数

77企 業 数

 認定支援機関による経営改善計画策定支援事業 
　中小企業者が認定支援機関による経営改善計画策定支
援事業に基づき、経営改善計画を策定する際にかかった
費用について補助する事業を行っています。
　国費補助（３分の２）によらない事業者負担（３分の１）
の一部について、当協会が独自に費用補助を行い中小企
業者の負担を軽減することで、中小企業者の経営改善を
支援しています。

 経営相談会の定期的な開催  
　協会内中小企業診断士による経営相談会を毎月第２木曜日に開催
しています。また、平成30年10月には山形県中小企業診断協会の
後援を得て、外部の中小企業診断士による経営相談会を開催し、平
成30年12月には山形県よろず支援拠点との共催で経営相談会を開
催しました。
　当協会では、中小企業者が抱える経営課題等の解決に向けたサ
ポートを行っています。
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 東北税理士会山形県支部連合会と「中小企業支援等の連携に関する覚書」を締結 
　中小企業者の経営の安定及び経営基盤の強化を目的と
した支援に連携して取組んでいくため、平成31年３月
19日に、東北税理士会山形県支部連合会と「中小企業
支援等の連携に関する覚書」を締結しました。
　中小企業者の身近な相談相手である税理士と連携を深
め、中小企業者の成長や持続的発展に向けた取組みを
行っていきます。

　地域中小企業者の支援体制充実のため、金融機関や中小企業支援に携わる関係機関と連携を深
める取組みを行っています。

●金融機関・中小企業支援機関等との連携に向けた取組み

　地域全体での経営支援・再生支援の充実を図るため、参
加機関の目線合わせ・スキルの向上等を目的とした「やま
がた中小企業支援ネットワーク会議」や個別企業を支援す
る「経営サポート会議」を開催し、金融支援と経営支援の
一体的な取組みを行っています。
　「やまがた中小企業支援ネットワーク会議」は年２回開催
しており、平成31年１月の平成30年度第２回目のネット
ワーク会議では、中小企業庁事業環境部金融課の茂木高志
課長補佐をお招きし、「本業支援の担い手としての金融機関
について」をテーマに講演していただきました。

　また、「経営サポート
会議」では、当協会が事
務局となり、金融債権者
との意見交換、事業計画
の説明、支援に対する目
線合わせ等の場を積極的
に提供しています。

　大阪信用保証協会主催の「OSAKAビ
ジネスフェア　ものづくり展+2018」へ、
平成30年11月21日に県内企業５社ととも
に参加しました。(平成28年度より延べ
９社参加)
　本ものづくり展は、優れた技術や魅力

ある商品等を有する事業者の方に、自社をPRする機会と出展企業間
における情報交換の場を提供し、今後のビジネスチャンスに繋げて
いただくことを目的にしています。
　販路開拓に繋がる成果も出ており、今後も県内中小企業者の新た
なビジネスチャンスを応援していきます。

＜経営サポート会議の取組実績＞
平成30年度

79回　　数

57企 業 数
提供：山形新聞　平成31年１月16日（水）

やまがた中小企業支援ネットワーク会議

OSAKAビジネスフェア　ものづくり展+2018への参加
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 保証付融資の円滑な事務処理実現のためのツール作成や配布 
　信用保証協会付融資の事務処理等の理解をより深めてもらい、迅速な資金供給に貢献するため
作成している「信用保証ガイドブック」「信用保証ミニガイド」について、直近改正を網羅した形で、
改訂しました。
　また、全国信用保証協会連合会で作成した信用保証申込書作成支援ツール（同エクセル版）を
県内金融機関に配布し、簡易迅速な書類作成に協力しています。

　より円滑な資金供給実現のため、保証協会利用の利便性を向上に取り組んでいます。

●利便性向上に向けた取組み

 地域貢献活動　～山形まるごとマラソンへのボランティア参加～ 
　地域貢献活動の一
環として、平成30年
10月７日（日）に山形
市で開催された「第
６回山形まるごとマ
ラソン」のコース内
給水所運営ボラン
ティアとして、役職
員16名が参加しました。この大会は、山形市中心部の名所旧跡を巡るコースのため、例年募集開
始から数日で定員となるほど人気があります。今年も県内外から約5,200人のランナーが参加、
当協会からも３人がエントリーしました。
　大会は約300人のボランティアに支えられており、当協会はスタートから約４㎞の地点にある
第１給水所の給水係を担当しました。力を振り絞って走るランナーに精一杯の声援を送り続けま
した。

　当協会では、信用保証業務に留まらず、社会貢献活動にも積極的に取組んでいます。

●社会貢献活動への取組み

 募金活動　～各種団体が実施する募金活動への協力～ 
　社会貢献活動の一環として、従前から各種団
体が実施する募金活動に協力しております。
　このような永年の取組みが評価され、この度
第63回山形市民総合社会福祉大会（主催：山
形市・山形市社会福祉協議会・山形県共同募金
会山形市共同募金委員会）において共同募金運
動協力者・協助者として表彰されました。
　今後も共同募金をはじめ、各種団体が実施す
る募金活動に引き続き協力してまいります。 
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 平成30年度経営計画の実績に対する外部評価委員会の意見 
　県内経済は、設備投資の増加や個人消費が底堅く推移しているほか、雇用・所得環境も着実に
改善しているが、生産活動が弱含みとなっており、全体として横ばい圏内の動きとなっている。
さらに、中小企業者にとっては、海外経済の不透明感や消費税率引き上げによる影響等も懸念さ
れ、依然として予断を許さない状況である。
　このような中、改正信用保証協会法等の施行により、中小企業者の経営支援や金融機関との連
携強化がこれまで以上に求められており、さらに、公的機関として地方創生への貢献等が期待さ
れている。このような視点で見た場合、全体的に適正な業務運営がなされており、以下の内容の
通り評価できる。

　保証部門について、保証承諾額及び保証債務残高はいずれも計画額を上回った。特に、金融機
関との対話や連携等を通じて中小企業者の多様な資金ニーズを把握し、社会貢献応援型特定社債
保証「貢献」等の新たな保証制度を創設するなど、中小企業者のライフステージに合わせたきめ
細やかな保証に向けて取組んだ結果、保証承諾額は４年ぶりに前年度を上回るとともに、７年連
続で東北最多の保証承諾実績となった。また、地域の課題に対応した中小企業支援策についても、
地方公共団体や関係機関との対話を図りながら、積極的に対応し、新たな支援策の検討を進めて
いることが窺える。
　今後も、金融機関との対話や連携を一層図りながら、信用保証を通じて、中小企業者に寄り添っ
た保証を心掛けるとともに、中小企業者の発展を担う公的機関として地域の課題に向き合い、地
方創生への貢献に一層努められるよう期待したい。

　期中管理部門について、経営支援では、協会利用企業が抱えている経営課題解決のため専門家
派遣事業を実施するほか、「やまがた中小企業支援ネットワーク会議」や「経営サポート会議」
等を通じて金融機関や関係機関との連携強化を図るとともに、事業承継支援や創業支援も含めて、
互いの各種経営支援施策を活用しながら中小企業者を積極的に支援している。また、経営支援業
務に関する研修や再生支援事例の情報共有等を通じて、経営支援業務に関する全社的なスキル
アップにも取組んでいることが窺える。
　期中管理では、金融機関との対話や連携を図るとともに、関係部署間の情報共有を深めながら、
延滞・事故案件についての管理徹底や早期対応により正常化を図りつつ、代位弁済についても適
正な対応に努めていることが窺える。
　今後も、金融機関や関係機関と連携して中小企業者への経営支援をさらに強化するとともに、
創業支援や事業承継支援への重点的な取組みを期待したい。また、期中管理についても、中小

　当協会では、経営の透明性を向上させ対外的な説
明責任を適切に果たすため、弁護士、税理士、中小
企業診断士で構成される外部評価委員会を設置して
います。
　平成30年度経営計画の実績に対する外部評価委
員会の意見は下記のとおりです。
※その他詳細は当協会ホームページに公開してい
ます。

●外部評価委員会の評価及び公表
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企業者の業況変化等の早期把握に努めるとともに、返済緩和先の正常化に向け、金融機関との情
報共有によるきめ細かな管理と早期の対応を行うこと、並びに代位弁済についての適正な対応に
引き続き努めることを期待したい。

　回収部門について、主債務者や連帯保証人との面談や実地調査等を積極的に行いながら相手方
の実態調査に努め、一部弁済による連帯保証債務免除等実態に即応した回収方策を講ずるととも
に、任意処分を基本とする担保物件の早期処分に向けた取組みを行った結果、計画額及び前年度
実績とも上回る回収実績となった。また、管理実益のない求償権の管理事務停止・求償権整理に
より、回収業務の効率化も図られていることが窺える。
　今後も、継続して求償権の効率的かつ効果的な管理回収を図るとともに、中小企業者支援の観
点から事業再生の視点も取り入れた対応に努められるよう期待したい。

　その他間接部門について、中小企業者や関係機関から信頼される組織であり続けるため、常勤
理事会議を開催して重要事項を決定するなど、経営の透明性確保に取組むほか、事前通知の無い
業務監査や就業時間外の会計監査の実施並びに反社会的勢力等への対応等、コンプライアンス態
勢の強化による経営の健全性確保にも取り組んでいる。また、業務全般の改善及び効率化、継続
的な人材育成による職員の能力向上、並びに働きやすい職場環境の整備を通じて組織体制の充実・
強化にも努めていることが窺える。
　今後も、引き続き経営の透明性及び健全性の確保と職員の能力向上を図り、中小企業者や関係
機関からの信頼と評価向上に努めていく必要がある。

　最後に、中期事業計画及び年度経営計画に掲げる諸課題に対して、積極的かつきめ細やかに取
組むほか、コンプライアンス・個人情報保護への対応をはじめとする運営規律の強化にも努め、
中小企業者への更なる支援の充実を期待したい。
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平成30年度事業報告平成30年度事業報告
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基金準備金
12,850百万円
54.2％ 基金

10,841百万円
45.8％

＊基金の内訳（単位：百万円）
県 5,787（53.4％）
 うち国基金補助金 3,492（32.2％）
 うち県出捐金 2,295（21.2％）
市　町　村 1,490（13.7％）
金融機関等 3,563（32.9％）

基本財産
23,691百万円
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貸 方

現金・預け金

保証債務見返

損失補償金
見返

不動産等

有価証券

求償権

未経過保険料

その他 その他

未経過保証料

借入金

保証債務

損失補償金

退職給与
引当金

求償権
償却準備金

責任準備金

収支差額
変動準備金

制度改革
促進基金

基本財産現金・預け金

有価証券

損失補償金見返
貸方の損失補償金と同額を
見返りとして計上しています。

保証債務見返
貸方の保証債務と同額を
見返りとして計上しています。

求償権

未経過保険料

基本財産

制度改革促進基金

収支差額変動準備金

責任準備金

損失補償金

保証債務
保証債務残高を計上して
います。

借入金
日本政策金融公庫等からの
借入金を計上しています。
※当協会では借入金はあり
ません。

未経過保証料
受入保証料のうち翌事業年度
以降にかかる部分を計上して
います。

借 方

保証の利用を促進するため、
各金融機関へ預け入れして
います。

安全有利な資金運用を行う
ため、社債・地方債などを
保有しています。

金融機関に代位弁済し取得した
債権が求償権ですが、経理上の
求償権は、代位弁済した金額か
ら回収金ならびに償却分
（保険金償却・損失補償金償却・
自己償却分）を控除した金額で
す。

当年度中に日本政策金融公庫に
支払った保険料のうち、翌事業
年度に以降にかかる部分を計上
しています。

一般企業の資本金に相当するも
のです。
地方公共団体や金融機関等から
拠出された「基金」と、過去の
収支差額の累計である「基金準
備金」で構成されています。

地方公共団体等が信用保証協
会の保証債務履行に基づく損
失につき補償を行う場合の限
度額を計上しています。

将来の不測の事態に備えて、
年度末の保証債務に対し一定
の割合で積み立てています。

収支差額に欠損が生じた場合
などに備え、協会経営の安定
のために積み立てています。

部分保証制度等によって生じ
た損失を優先的に処理するた
めの基金です。
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制度改革
促進基金取崩額

支 出 収 入

業務費

求償権償却

その他

信用保険料

借入金利息

責任準備金繰入

求償権償却
準備金繰入

その他

その他

求償権補てん金
戻入

求償権償却
準備金戻入

責任準備金戻入

その他

預け金利息等

保証料業務費

信用保険料

求償権償却

責任準備金繰入

求償権償却準備金繰入

当期収支差額 収支差額
変動準備金取崩額

当期収支差額

保証料

預け金利息等

責任準備金戻入

求償権償却準備金戻入

求償権補てん金戻入

制度改革促進基金取崩額

経
常
外
収
入

経
常
収
入

経
常
外
支
出

経
常
支
出

人件費、事務費、賃借料、
動・不動産償却費等、業務
運営

保証ご利用の際に中小企業の
皆様からいただく信用保証料
です。県・市町村からの保証
料補給金も含みます。

金融機関に預け入れた預金の
受取利息と有価証券等からの
利息配当金です。

責任準備金は洗替方式をとるこ
ととなっており、年度末決算に
おいて、前年度末に積立てた責
任準備金を戻入しています。

責任準備金と同様に洗替方式を
とることとなっており、年度末
決算において、前年度末に積立
てた求償権償却準備金を戻入し
ています。

求償権補てん金は、代位弁済に
より日本政策金融公庫から受領
した保険金と地方公共団体等か
ら受領した損失補償金です。
期末に求償権を償却するため、
求償権補てん金を戻入処理しま
す。

部分保証等にかかる代位弁済に
よる損失等を制度改革促進基金
から取り崩しています。

保証実行後の日本政策金融
公庫に支払った保険料です。

求償権に基づき、「日本政
策金融公庫から受領した保
険金」、「地方公共団体等
から受領した損失補償補て
ん金」、「協会自己償却」
の方法によりそれぞれ償却
した額の合計です。

将来の不測の事態に備えて積
み立てる準備金で、一般企業
の「貸倒引当金」に相当する
ものです。
年度末の保証債務残高に対し
一定の割合で積み立てます。

協会資産の健全性を保つため、
年度末求償権のうち回収困難な
額を見積もって一定の割合を積
み立てます。

「基本財産」「収支差額変動準
備金」に全額を組入れし、当協
会が健全な経営を行い、公共的
使命を果たしていく上で必要な
基本財産等の充実を図ります。
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■金額構成比グラフ

都市銀行　 0.0%

地方銀行　48.1%

第二地銀　26.0%

信用金庫
18.4%

信用組合　6.9%
政府系　0.5%

その他　0.0%

■金額構成比グラフ

都市銀行　0.2%

地方銀行　50.1%

第二地銀　25.6%

信用金庫
16.5%

信用組合　6.7%
政府系　0.9%

その他　0.0%

■金額構成比グラフ

都市銀行　0.0%

地方銀行　52.1%

第二地銀
25.1%

信用金庫
13.0%

信用組合　9.8%
政府系　0.0%

その他　0.0%
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■金額構成比グラフ

製造業　33.9%

建設業
10.0%

卸売業
8.9%

小売業　25.3%

運送倉庫業
0.0%

サービス業
21.7%

不動産業　0.0%
その他　0.0%

■金額構成比グラフ

製造業　26.0%

建設業　21.3%

卸売業
9.5%

小売業
17.3%

運送倉庫業
3.7%

サービス業
16.1%

不動産業　3.5% その他　2.6%

■金額構成比グラフ

製造業　23.0%

建設業　27.3%
卸売業
12.1%

小売業　18.2%

運送倉庫業
3.5%

サービス業
11.4%

不動産業　2.6% その他　1.8%
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■金額構成比グラフ

一般保証　32.6%

小額融資
　　2.1%
小口零細
　　2.8%商工業振興資金

8.6% 近代化　1.6%

セーフティネット
1.6%

当座貸越
15.1%

カードローン
14.4%

特定社債
1.9%

市町村
1.9%

季節資金
12.6%

流動資産担保　1.6%
震災緊急　0.0%

経営力強化　1.5%
その他　1.7%

■金額構成比グラフ

一般保証　24.7%
小額融資
　　2.3%

小口零細
　　2.2%

商工業振興資金
15.3%

近代化　3.0%

セーフティネット
15.4%

当座貸越
10.6%

カードローン
10.7%

特定社債
　　4.5%

市町村　2.0%

季節資金　2.4%

流動資産担保　0.6%
震災緊急　1.1%

経営力強化　2.2%

その他　1.8%

■金額構成比グラフ

一般保証　28.6%

小額融資
　　1.3%

小口零細
　　1.8%

商工業振興資金
8.9%

近代化
　　0.9%

セーフティネット
38.4%

当座貸越
3.4%

カードローン
3.8%

特定社債
　0.0%

市町村　0.2%
季節資金　2.6%
流動資産担保　0.9%

震災緊急　4.4%
経営力強化　1.3%

その他　4.3%
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〒990-8580
山形市城南町一丁目１番１号
霞城セントラル内

◎本 店

12F 総務部 （総務統括課） TEL 023-647-2245
（システム経理課） TEL 023-647-2246

企業支援部（企画推進課、経営支援課、保証審査課） TEL 023-647-2247
11F 管理部 （管理回収課） TEL 023-647-2241

（代位弁済課） TEL 023-647-2248
総務部・企業支援部・管理部 FAX 023-647-3201

11F 本店営業部（保証第一課、保証第二課） TEL 023-647-2240
FAX 023-646-2883

〒997-0034
鶴岡市本町二丁目７番５号
TEL 0235-22-6122
FAX 0235-24-6388

◎鶴岡支店

〒996-0031
新庄市末広町８番21号
TEL 0233-22-3171
FAX 0233-22-7035

◎新庄支店

〒992-0027
米沢市駅前三丁目１番91号
TEL 0238-23-7630
FAX 0238-24-5647

◎米沢支店

〒998-0858
酒田市緑町20番60号
TEL 0234-22-7644
FAX 0234-24-3315

◎酒田支店

〒993-0011
長井市館町北６番27号
TEL 0238-84-1674
FAX 0238-84-1012

◎長井支店

長井支店

山形銀行山形銀行
鶴岡支店鶴岡支店
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営業店舗のご案内営業店舗のご案内

きらやか銀行きらやか銀行
東大町支店東大町支店
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